
 

 

［成果情報名］種雄牛の半きょうだい家系解析による QTL 探索と後継種雄牛選抜への活用 

［要約］種雄牛「茂勝」の半きょうだい家系を用いて連鎖解析を行うと、１つの染色体上に、

脂肪交雑に有意な影響を及ぼす領域が認められる。この領域の優良アリルを保有する後継

種雄牛を保留し、県内での精液配布が進められている。  
［キーワード］種雄牛、QTL、脂肪交雑、マイクロサテライト、マーカーアシスト選抜 

［担当］宮城県畜産試験場・酪農肉牛部・肉牛チーム 

［代表連絡先］電話 0229‐72‐3101 
［区分］東北農業・畜産 

［分類］研究・参考 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］  
種雄牛の育種・選抜には多くの時間と多額の費用を要するのが現状である。黒毛和種に

おける育種改良は、BLUP 等の統計遺伝学的手法で算出した育種価を用いるのが一般的で

あるが、両親から期待される育種価をもとに選抜した個体が種雄牛として能力を発揮する

かは不確定である。本研究は経済形質に関与する量的形質遺伝子座(QTL)を特定し、その領

域の保有の有無を選抜材料とすることで、選抜精度の向上と効率化を図ることを目指した

ものである。  
 
［成果の内容・特徴］  
１．種雄牛「茂勝」の一対の染色体のどちらが産子へ伝達するか追跡する目的で、マイク

ロサテライト座位をマーカーとするために、PCR 法により「茂勝」ゲノム DNA の当該

箇所を増幅する。得られた PCR 産物のサイズを電気泳動法により測定することでヘテロ

な（一対の染色体において型が異なる）マイクロサテライトを選択し、２．以下の家系

解析に用いる。  
２．「茂勝」の去勢産子 1,093 頭を対象として１．と同様の手法により型判定を行い、QTL 

解析プログラム glissado 1.11.6 (build221、動物遺伝研)を用い、性別（去勢及び雌）、販

売年度（平成 16〜19 年度）、販売時日齢（729〜1201 日）を固定効果としてインターバ

ルマッピングを実施し、枝肉形質に寄与するハプロタイプ（一対の染色体のうちの一方）

の領域と効果の大きさを推定する。１つの染色体で、BMS No.に対するハプロタイプの

置換効果が 0.64、寄与率 2.2％（p<0.0001：染色体ワイズ）の領域が推定される（表１、

図１）。  
３．推定された領域近傍のマイクロサテライトマーカーを用いて、「茂勝」後継種雄牛  

の型判定を行い、優良（すなわちプラスの効果を持つ）ハプロタイプの有無を検査して

後継種雄牛が選抜できる（表２）  
４．全国和牛登録協会第 24 回宮城県育種価評価による「茂勝」後継種雄牛の育種価と優良

ハプロタイプの伝達確率を比較したところ、後継種雄牛の育種価上位４頭中３頭が、

QTL95%信頼区間（QTL の存在が確からしい領域）における優良ハプロタイプ伝達確率

が 100％と推定される（表２）。  
 
［成果の活用面・留意点］ 
１．「茂勝」優良アリルを持つ後継種雄牛「勝利波」が選抜され、県内での精液配布が進

められている。  
２．本研究で推定された領域の「茂勝」繁殖雌牛集団、及び「茂勝」家系以外での効果は

不明である。  
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表１ 有意な領域における統計量最大値  

頭数 位置（cM） F 値 置換効果＊ 寄与率 
染色体ワイズ

有意水準 

1,093 54 25.3 0.64 2.2% P<0.0001 

*置換効果は BMS．No に対するハプロタイプの効果 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

      

 

  

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

 

 

 

 

図１ F 値の分布 

 

表２ 「茂勝」後継種雄牛への「茂勝」優良ハプロタイプ伝達確率**と標準化育種価*** 

**値は優良ハプロタイプの伝達確率（％）。網掛けの範囲は QTL95%信頼区間を示す  
***値は全国和牛登録協会算出の第 24 回宮城県育種価評価値より宮城県平均値に基づき標準化

したもの  

 

           （宮城県畜産試験場） 

［その他］ 

研究課題名：ＤＮＡ多型マーカーと家畜の生産形質及び遺伝的疾患等との関連に関する研究 

予算区分： 県単 

研究期間：2006～2010 年度 

研究担当者： 齊藤陽介、千葉和義、渡邊敏夫（社団法人畜産技術協会附属動物遺伝

研究所）、杉本喜憲（社団法人畜産技術協会附属動物遺伝研究所） 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110

A 100 99 98 97 97 98 99 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 99 99 100 97 3.21
B 100 99 99 100 100 100 100 100 99 99 100 100 100 100 100 100 100 100 100 80 46 12 3 0.84
C 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 3 0.59
D 100 99 98 97 97 98 99 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 99 99 100 97 0.56
E 0 1 1 1 1 4 28 51 74 97 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 99 100 97 0.21
F 100 99 99 100 51 0 0 26 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 9 13 0.13
G 0 1 1 0 0 0 1 0 5 27 50 73 95 100 99 100 100 100 100 100 99 100 97 0.07
H 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 82 100 100 100 100 100 100 97 93 89 85 0.06
I 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28 88 1 0 0 0 3 0.04

種雄牛
セントロメア側からの位置（ｃM） 脂肪交雑

標準化育種価


